
価値創造プロセス

事業を通じた
社会課題の解決

世の中の役に立つ
という考え方

創業者・石橋信夫（1921～2003年）

「何をしたら儲かるかという発想でことにあたるな。
どういう商品が、どういう事業が世の中のためになるかを考えろ。会社は社会の公器やからな。」

創業者精神 価値創造の考え方
（大和ハウスグループの基本姿勢）

儲かるからではなく、
世の中の役に立つからやる 共に創る。共に生きる。

1955年の創業以来、石橋信夫が常に社員に語っていたこの言葉を原点に、
わたしたちはいつの時代も常に新しい価値を提供してきました。

2005年 創業50周年にグループシンボル「エンドレスハート」を制定。
「共に創る。共に生きる。」は大和ハウスグループの基本姿勢であり、

価値創造の考え方を示しています。

土地を起点とした複合的な事業提案力を強みに、
創業者精神を受け継ぐビジネスモデルで、世の中の課題解決へ導き、

ステークホルダーからの信頼・共感を得ながら、
企業価値を向上させています。

世の中の役に立つ
“事業の推進”による
キャッシュフローの創出

世の中の変化に対応した
“基盤の強化”による
サステナビリティの向上

企業価値向上

創業者精神を受け継ぐビジネスモデル

ステークホルダーからの信頼・共感

土地を起点とした複合的な事業提案
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大和ハウスグループが
世の中の課題を解決する

気候変動・自然災害
気候変動の進行 
多発・大型化する 
自然災害

価値観の多様化
働き方・住まい方の変化、
倫理的・環境重視・

循環型消費への需要増
D&I

人口動態の変化
少子高齢社会の進展
地方の過疎化
空き家問題

社会問題の深刻化
格差社会
人権問題

「生きる」ことに真摯に向き合い、新しい価値を創出します
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理念体系 CONTENTS

企業理念（社是）

一、事業を通じて人を育てること
一、�企業の前進は先づ従業員の生活環境の確立に直結すること
一、�近代化設備と良心的にして誠意にもとづく労

ろうどう
仂の生んだ商品は社会

全般に貢献すること
一、�我々の企業は我々役職員全員の一糸乱れざる団結とたゆまざる努力
によってのみ発展すること

一、�我々は相互に信頼し協力すると共に常に深き反省と責任を重んじ積
極的相互批判を通じて生

せいせい
々発展への大

だいどう
道を邁

まいおう
往すること

経営ビジョン
心を、つなごう

私たちは、「人・街・暮らしの価値共創グループ」として、お客さまと共に新たな
価値を創り、活かし、高め、人が心豊かに生きる社会の実現を目指します。そし
て、お客さま一人ひとりとの絆を大切にし、生涯にわたり喜びを分かち合える
パートナーとなって、永遠の信頼を育みます。

社員憲章
私たちは、

「人・街・暮らしの価値共創グループ」の社員として

一、�品質、技術、情報力の向上に努め、環境に配慮した安全で確かな商品、安ら
ぎとくつろぎの空間を提供します。

一、�誠意をもってお客さまと向き合い、感動と喜びを分かち合います。

一、�社会規範に基づく公明正大な行動により、社会的評価を高め、企業価値の
向上に努めます。

一、�感謝の気持ちを忘れず、公正であることに努め、取引先と共に成長・発展を
図ります。

一、仕事を通じて自らの成長と幸せを追求します。

一、�「共創共生」を基本姿勢に、心豊かに生きる暮らしと社会の実現を目指し
ます。

企業理念
（社是）

経営ビジョン

社員憲章

本書は、大和ハウス工業を中心に大和ハウスグループ全体（2021年3月31日
現在、連結子会社381社、持分法適用関連会社61社、持分法非適用関連会社1
社）について報告しています。

記載金額は単位未満を切り捨てて表示しています。特に記載がない財務数値
については、2020年度もしくは2021年3月末時点の数値となっています。

本書には当社グループの見通し、目標、計画、戦略など将来に関する記述が含
まれています。これらの記述は、現在入手可能な情報から得られた判断に基づ
いています。実際の業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく
異なる可能性があることをご承知おきください。

本書は、株主・投資家をはじめステークホルダーの皆さまに向けて発行して
います。大和ハウスグループの価値創造ストーリーにおいて、事業戦略や財務
戦略といった財務情報と私たちが考える本源的企業価値に関する非財務情報
を統合し、そのプロセスに欠かせない3つの経営資源（人財、顧客、技術・ものづ
くり）や強みである複合的な事業提案力をご紹介しながら、創業者精神を軸と
した経営ビジョンの実現に向けた取り組みをまとめています。

本書の制作においては、IIRC「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省「価
値協創ガイダンス」を参考にしています。

編集方針

参考にしたガイドライン

報告の範囲

財務数値およびグラフの表示に関する注意事項

将来予測記述に関する特記

CEOメッセージ P.07 CFOメッセージ P.31

CEOメッセージ

CEOメッセージ 07

価値創造ストーリー

大和ハウスってどんな会社？ 13

大和ハウスの「人・街・暮らしの価値共創グループ」 
としての歩みは？

15

事業の推進にあたり競争力を生む 
大和ハウスグループの強みは？

17

大和ハウスグループを支える価値創造の源泉は？ 19

企業価値向上を目指すうえで重要なことは？ 21

価値創造プロセス 23

大和ハウスグループが目指す未来は？ 25

マテリアリティと機会・リスクの関係性 27
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資本政策の基本方針 34
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